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令和５年度 第１０回 千葉市バリアフリー基本構想推進協議会 議事録 

 

1 日  時 令和 5年 12月 26日（火） 14時 00分～16時 30分 

2 場  所 千葉市役所 高層棟４階 L会議室 401 

3 出 席 者 

≪委員≫ 19名（代理出席 6名）            （※下線はＷＥＢ参加者） 

藤井敬宏会長、岩井阿礼副会長、松野由希委員、髙梨園子委員、名取信子委員、 

大石千惠委員、大里千春委員、國田政教委員、正能俊輔委員、小川良一委員、 

植草定夫委員、髙橋直人委員、福田賢一委員、落合真奈美委員、宿谷征一委員、 

青木俊委員、秋葉秀樹委員、小川賢委員、石橋徹委員 

（代理：小林修様、宇井拓也様、金木康知様、川口貴史様、大坪敬史課長、 

遠藤政行課長） 

（欠席：山下知晃委員、成田斉委員、藪谷直幸委員、勝又憲彦委員、中野裕志委員、 

白井耕一委員、山口浩正委員） 

≪事務局≫ 4名 

 交通政策課 大木戸課長、松﨑課長補佐 

≪傍聴≫ 1名 

 

4 議事次第 

 １ 開会 

２ 委員紹介 

３ 会長及び副会長の互選、挨拶 

４ 議題 

・第１号 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）（素案）について 

 ５ その他 

 ６ 閉会 

 

5 配付資料 

・次第 

・協議会委員名簿 

・座席表 

・資料１ 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）（素案） 

・参考資料１ 策定スケジュール 
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6 議事の概要 

（1）会長及び副会長の互選 

  髙橋委員より会長に藤井委員、副会長に岩井委員を推薦。異議なく、藤井委員が会長、 

岩井委員が副会長に選任された。 

 

（2）議題 

事務局より、議題第 1号「地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）素案について」

説明し、了承された。 

 

（3）その他 

・事務局より、策定スケジュールについて説明した。 

 ・国土交通省関東運輸局千葉運輸支局より令和 5年 12月 5日付けで「事業用自動車のド

ライバーの魅力発信について」プレスリリースしたことの周知があった。 

 

＜会議録＞ 

１ 開会 

【事務局】 

定刻となりましたので、これより「第 10回千葉市バリアフリー基本構想推進協議会」を

開催致します。 

本日は、大変お忙しい中、ご出席ありがとうございます。 

本日の司会進行を務めます、交通政策課の松﨑です。よろしくお願いします。 

本協議会の委員任期が、本年 8 月 26 日で満了したことから、10 月 2 日付けで委員改選

を行っており、本日の会議の開催通知とともに委嘱状を送付しております。これをもって

委嘱状の交付と致しますので、ご了承をお願いします。 

それでは、お手元に配布している資料の確認を致します。 

・次第 

・協議会委員名簿 

・座席表（机上配付） 

・資料１ 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）素案 

・参考資料１ 策定スケジュール 

座席表は、本日机上配布としております。 

なお、事前に送付しておりました配布資料に、3点差し替えがあり、 

会場には、机上に A4表裏で 3枚配布しております。 

1点目は、資料 1の 73・74ページです。74ページ上段、事業主体の千葉市は誤りで、正

しくは千葉県となります。 

2 点目は、資料 1 の 79・80 ページです。79 ページ下段の表「あんしんケアセンター弁
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天」の、“駐車場”の行で、実施時期の空欄部分は“継続”に丸となります。 

3点目は、資料 1の 105・106ページです。106ページ上段、表の右上が消えてしまって

いますが、こちらは“継続”となります。 

WEB出席の方におかれましては、恐れ入りますが、お送りしたデータをご参照ください。 

配付漏れはないでしょうか。 

本日は、委員 26名中、 

委員 19名【会場出席：15名、WEB出席：4名】 

代理出席者 6名【会場出席：5名、WEB出席：1名】の出席 

となっており、千葉市バリアフリー基本構想推進協議会設置条例第 7条第 2項に規定さ

れた半数以上の委員の出席であることから、本会議は成立していることをご報告申し上げ

ます。 

また、議事の公開につきましては、「千葉市バリアフリー基本構想推進協議会議事運営要

綱」により公開することとなっております。 

本日は 1名の方が傍聴されております 

 

２ 委員紹介 

続いて、委員の皆様をご紹介します。委員名簿順に、お名前を申し上げます。 

・日本大学理工学部 特任教授 藤井 敬宏様 です。 

・淑徳大学総合福祉学部 教授 岩井 阿礼様 です。 

・淑徳大学コミュニティ政策学部 准教授 松野 由希様 です。（WEB出席） 

・千葉商工会議所 髙梨 園子様 です。 

・千葉市老人クラブ連合会 名取 信子様 です。 

・千葉市身体障害者連合会 大石 千惠様 です。 

・千葉市手をつなぐ育成会 大里 千春様 です。 

・千家連 國田 政教様 です。 

・東日本旅客鉄道㈱千葉支社 企画総務部経営戦略ユニット ユニットリーダー  

正能 俊輔様 です。 

・京成電鉄㈱鉄道本部 計画管理部 鉄道企画担当 課長 山下 知晃様 ですが、欠席と

のご連絡を受けており、代理で小林 修様 です。 

・千葉都市モノレール㈱ 技術部長 小川 良一様 です。（WEB出席） 

・千葉県バス協会 専務理事 成田 斉様 ですが、欠席とのご連絡を受けております。 

・千葉県タクシー協会 千葉支部 事務局長 植草 定夫様 です。 

・国土交通省 関東運輸局 千葉運輸支局 首席運輸企画専門官 髙橋 直人様 です。 

・国土交通省千葉国道事務所 交通対策課長 福田 賢一様 です。（WEB出席） 

・千葉県 県土整備部 都市整備局 公園緑地課長 藪谷 直幸様ですが、欠席とのご連絡

を受けており、代理で宇井 拓也様 です。 
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・千葉県警察本部 交通部 交通規制課長 勝又 憲彦様ですが、本日欠席とのご連絡を

受けており、代理で金木 康知様 です。（WEB出席） 

・千葉県警察本部 千葉市警察部総務課長 中野 裕志様ですが、本日欠席とのご連絡を

受けており、代理で川口 貴史様 です。 

・市民公募委員 落合 真奈美様 です。（WEB出席） 

・同じく、市民公募委員 宿谷 征一様 です。 

・千葉市財政局資産経営部 部長 青木 俊 です。 

・千葉市保健福祉局高齢障害部 部長 白井 耕一 ですが、欠席のため代理で  

障害者自立支援課 課長 大坪 敬史です。 

・千葉市都市局建築部 部長 秋葉 秀樹 です。 

・千葉市都市局公園緑地部 部長 小川 賢 です。 

・千葉市建設局土木部 部長 山口 浩正 ですが、欠席のため代理で  

土木保全課 課長 遠藤 政行です。 

・千葉市都市局都市部 部長 石橋 徹 です。 

 

３ 会長及び副会長の互選、挨拶 

それでは会長の選出を行います。会長は互選となっております。そこで、議事進行のた

め、会長が決まるまでの間、交通政策課長 大木戸が議事の進行を務めたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

 

【会場】 

（異議なし） 

【事務局】 

それでは、大木戸課長お願いします。 

【大木戸課長】 

ご指名をいただきました大木戸でございます。会長が決まるまでの間、仮議長を務めさ

せていただきます。議事がスムーズに進行しますよう、委員の皆様のご協力をお願い致し

ます。 

また、議事進行に当り、発言する際は挙手の上、発言をお願い致します。 

それでは、千葉市バリアフリー基本構想推進協議会の会長及び副会長を委員の中から選

出していただくことになりますが、どなたか推薦又は立候補される方はいらっしゃいます

か。 

【高橋委員】 

会長・副会長についてですが、千葉市のバリアフリー施策に長く関わっており、学識経験

が豊富な方がよろしいかと思います。 

前回からの継続で会長には藤井先生、副会長には岩井委員を推薦させていただきます。 
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【大木戸課長】 

会長を藤井委員、副会長を岩井委員にお願いしたいとの声がございましたが、皆様、い

かがでしょうか。 

【会場】 

（異議なし） 

【大木戸課長】 

ご異議がないようですので、会長は藤井委員、副会長は岩井委員にお願いしたいと思い

ます。藤井会長、岩井副会長、よろしくお願い致します。また、委員の皆様、ご協力、有

難うございました。 

【事務局】 

それでは、藤井会長よりご挨拶をいただきたいと存じます。よろしくお願い致します。 

【藤井会長】 

ただ今、継続で会長を指名いただきました藤井と申します。 

千葉市では、市の中心である千葉都心地区周辺で、令和 4 年度から 2 年間にわたって

地区別構想の策定に向けて取組んでいます。私も計画策定に関わらせていただき、千葉都

心地区で出てきた問題を他地区へ展開し、地区ごとに方向性を確認しながら、地区別構想

をさらにステップアップさせていきたいと思います。よろしくお願い致します。 

【事務局】 

ありがとうございました。 

続きまして、岩井副会長よりご挨拶をいただきたいと存じます。 

よろしくお願い致します。 

【岩井副会長】 

副会長を指名いただきました岩井と申します。私は福祉心理学の研究者であると同時

に、肢体不自由者でもあります。現在のまちは、以前と比較して車椅子での移動がしやす

くなり、そのことに気づいた時の感動は今でも忘れることができません。まだまだ不十分

な場所もたくさんあり、落ち込むこともありますが、私が勤務している千葉市で社会参加

の範囲が広がっていく過程に参加できることに喜びを感じています。その過程において、

当事者の方々や交通機関の代表の方々などとの議論の場に立ち会わせていただくことを

光栄に思います。ご指導・ご鞭撻の程、お願い致します。 

【事務局】 

ありがとうございました。 

これより議事進行を藤井会長にお願いしたいと思います。よろしくお願い致します。 

 

４ 議題 第１号 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）素案について 

【藤井会長】 

それでは、次第に沿って議事を進めたいと思います。 
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議題第１号「地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）素案について」の説明をお

願い致します。 

【事務局】 

議題第１号 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）素案について、ご説明致し

ます。 

 

お手元の資料１をご覧ください。今年度末に策定を予定している、「地区別バリアフリー

基本構想（千葉都心地区）素案」になります。 

第 1 章から第 4 章までは、前回の第 9 回協議会にてご承認いただいておりますが、一

部、今年度実施した取組みの追記や時点更新など、変更や追加箇所がございますので、資

料中、該当箇所には水色の網掛けにて表示しております。 

また、今回の素案では、新たに第 5章・第 6章を追加しています。 

今回の協議会では、これらの追加部分を中心にご説明致します。 

では、ページをおめくりいただきまして、目次をご覧ください。 

目次の 1 枚目にある第 1 章から第 4 章まででは一部、変更・追記、目次の 2 枚目にあ

る第 5章、第 6章は新たに追加しております。 

それでは、14ページをご覧ください。 

第 1章の最後、「市民参加による検討の概要」に事業者ワーキンググループを追加いた

しました。 

①開催の目的ですが、千葉都心地区内の生活関連施設の施設設置管理者の皆様を対象

に、市の取組みのご説明、また、地区別基本構想の策定に際して、具体的なバリアフリー

の取組みである特定事業や特定事業計画の作成をお願いするために開催したものです。 

②開催概要ですが、日時は今年の 6月 6日、開催場所は千葉市役所で、対面とオンライ

ンを併用した形式で実施しました。 

③参加者ですが、14ページから 15ページにわたって表 1-5に整理しております。公共

交通事業者や公共施設、福祉施設、保健施設、病院、文化施設、大規模店舗、宿泊施設な

どの施設設置管理者、計 48名にご参加いただきました。 

この事業者ワーキンググループの後、各施設設置管理者の皆様とは個別に特定事業の

設定に向けた調整を進めながら、今回の素案作成に至っております。なお、一部の方とは

現在も調整中となりますが、現時点の特定事業については、第 5章での説明でご紹介致し

ます。 

16ページをご覧ください。 

こちらも今回追加したもので「合同意見交換会」についてになります。 

①開催の目的ですが、地区別バリアフリー基本構想の策定にあたり、昨年 9月に開催し

ましたまち歩き点検ワークショップでの意見を踏まえ、各施設設置管理者の皆様に特定

事業の対応方針をご検討いただき、その内容について意見交換会を行うことで、利用者と
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の相互理解の促進を図るものです。 

②開催概要ですが、日時は 12月 5日、開催場所は千葉市役所で、対面とオンラインを

併用した形式で実施しました。 

③参加者ですが、16ページから 17ページにかけて表 1-6に整理しております。まち歩

き点検ワークショップへご参加いただいた市民の方と施設設置管理者、計 83名にご参加

いただきました。 

18 ページの④意見概要ですが、当日は多くのご意見を頂戴しており、現在、内容の取

りまとめ中であることから、次回、計画案をお示しする際にご説明したいと思いますが、

いくつか、事務局の方の印象や所管などを述べさせていただきます。 

市民の方からは、「困っている人への声かけを促すための啓発」や、「バスの正着性」、

「案内表示の充実」などについてのご意見が多かった印象です。 

施設設置管理者からは、これらのご意見に対して、物理的に対応の可否はあるものの、

人的対応なども含め、検討していきたいといったご発言が聞かれました。 

昨年のまち歩き点検ワークショップでは、段差解消をはじめ、ハード面での改善に対す

るご意見が多くありましたが、今回の意見交換会では、知的障害や発達障害など目に見え

ない・見えにくい障害についても、理解や配慮が重要であるというご意見が挙げられる

など、多様な障害がある中、対応の難しさ、相互理解の重要性などについて、参加者間で

共有できた良い機会になったと感じています。 

来年度以降も引き続き、利用者と施設設置管理者、立場は異なりますが、互いの考えな

どを共有することが必要な両者が一緒に議論できる場を設けていきたいと考えています。 

20ページをご覧ください。 

第 2章の中の「地区の現状」について、表中のバス便数や生活関連施設の数を時点更新

しています。 

27ページをご覧ください。 

こちらは、第 3章の中の重点整備地区の位置、区域並びに、生活関連施設、生活関連経

路などをお示しした図面になります。 

また、28ページは図面に記載の生活関連施設の一覧表となっています。 

生活関連施設の時点更新に伴う変更については、27ページの図面と 28ページの一覧表

にも反映しており、施設の合計は 72施設となっています。 

30ページをご覧ください。 

こちらは、第 4章、バリアフリー化に関する主な基準等の一覧表です。基準の改正や新

規策定を確認し、時点修正しております。表の１番上、「公共交通移動等円滑化基準」が

令和 5年 4月に改正されたほか、表の真ん中よりやや下、「車椅子使用者用駐車施設等の

適正利用に関するガイドライン」及び「教育啓発特定事業の実施に関するガイドライン」

を追加しております。 

続いて 31ページをご覧ください。 
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コラムとして、「合理的配慮の提供の義務化について」お示ししています。 

令和 3 年に障害者差別解消法が改正されたことに伴い、令和 6 年 4 月 1 日から、合理

的配慮が義務化されることになりました。すでにご存じの方もおられるかと思いますが、

合理的配慮とは、障害のある人から社会的障壁を取り除いてほしいという意思表明があ

った場合に、周りの人や会社などがすべき無理のない配慮のことを指しています。 

高齢者や障害者等も含めた全ての市民が社会活動に積極的に参加・貢献できるための

共生社会を実現していく上で、市民や施設設置管理者、施設の従業員等それぞれが障害を

理解し、協力し、互いの人権を認め合うことが重要であると示されています。 

バリアフリー環境をとりまく、社会情勢に関連する重要な話題であること、また、千葉

都心地区が本市内で最も大きな地区面積を持つ地区であることなどから、今回、地区別基

本構想の計画内にコラムとして記載することとしております。 

48ページをご覧ください。こちらからは今回追加しました第 5章となります。 

特定事業については、バリアフリー法に規定されるもののうち、地区の実情を踏まえて

設定することとしており、千葉都心地区では 6種類の特定事業を位置づけております。 

ここでは、それぞれの特定事業の主な内容を例としてあげております。 

具体的に申し上げますと、 

「公共交通特定事業」では、鉄軌道駅のバリアフリー設備として、可動式ホーム柵や案

内設備等のほか、ノンステップバスやユニバーサルデザインタクシーの導入など、 

「道路特定事業」では、視覚障害者誘導用ブロックの設置や歩道の段差解消など、 

「都市公園特定事業」では、園路の段差解消やトイレのバリアフリー化など、 

「建築物特定事業」では、建築物内のエレベーター設置等による段差解消、トイレのバ

リアフリー化など、 

「交通安全特定事業」では、バリアフリー化のために必要な音響式信号をはじめとする

信号機や、道路標識又は道路標示の設置など、 

最後に、「教育啓発特定事業」では、小中学校におけるバリアフリーに関する教育や、

障害当事者を講師とした住民向けバリアフリー講演会などを、それぞれ定めるものです。 

49ページをご覧ください。 

“実施時期”の考え方と計画上の表記についての説明になります。 

これまでと同様、「バリアフリーマスタープラン」の中間評価の実施予定年度である令

和 7年度（2025年度）までを【短期】、 

その翌年度から「バリアフリーマスタープラン」及び「地区別バリアフリー基本構想」

の計画期間の最終年度である令和 12年度（2030年度）までを【中期】、 

令和 13 年度（2031 年度）以降を【長期】として区分しており、実施時期については、

表中の該当部分に黒丸印で表しております。 

時間の関係で、全ての特定事業をご説明することはできませんので、施設種別ごとに、

どのような事業内容が定められているか、掻い摘んでご説明させていただきます。 
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なお、今回、各施設設置管理者様のご協力により、人的対応・心のバリアフリーの項目

につきましては、すべての特定事業において、ご対応いただいております。 

施設の状況や特性などにより位置づけている内容は異なりますが、人的サービスが必

要な方への職員等のサポート、筆談用具やコミュニケーションツールなどの備え付け、様

々な研修の実施、普及啓発への尽力などを継続的に実施することなどが位置づけられて

おりますので、この項目については、個別の説明は省略させていただきます。 

では、各特定事業のうち、まず、「公共交通特定事業」について、資料では 50ページか

ら 61ページになります。 

50ページから 51ページまでの東日本旅客鉄道株式会社様では、ホームの項目で、JR千

葉駅や千葉みなと駅ともに令和 13年度末までを目標に「可動式ホーム柵の整備を計画す

る」ことが長期の事業として位置づけられております。 

52 ページから 55 ページまでの京成電鉄株式会社様では、52 ページの新千葉駅の通路

の項目において、「エレベーターやスロープ整備などのバリアフリー化」が短期の事業と

して、また、その他の駅では大規模改修時にホームと車両の隙間の改善が長期の事業とし

て位置づけられています。 

56ページから 59ページまでの千葉都市モノレール株式会社様では、すべての駅で券売

機等の項目で「蹴込みについて今後計画的に実施することを検討」することが長期の事業

として位置づけられております。 

61 ページ“バス”では案内設備の項目で「バス乗降場や停留所における案内の充実」、 

また、“タクシー”では、車両の項目で「ユニバーサルデザインタクシー等の導入促進」

が継続的に実施するものとして位置づけられております。 

次に、「道路特定事業」について、62ページをお願いします。 

整備、安全対策、維持管理の項目で、「歩道の段差解消、視覚障害者誘導用ブロックの

連続的設置、ベンチ設置」などが中期までの事業として位置づけられております。 

次に、「都市公園特定事業」については、63ページから 64ページになります。 

63 ページのみなと公園では、園路の項目で「主要な園路の舗装整備や段差解消」が中

期までの事業として、 

64 ページの千葉公園では、案内設備の項目で「ピクトグラムなど含めた案内整備の整

備」が中期の事業として位置づけられております。 

次に、「建築物特定事業」についてです。 

建築物特定事業は施設を「公共施設」、「集会施設」、「福祉施設」、「保健施設・病院」、

「文化・教養・教育施設」、「大規模店舗」及び「宿泊施設」の７つに分類しており、資料

は 65～119ページになります。 

それでは、7つの施設分類ごとにご説明致します。 

まず、「公共施設」については 65ページ～74ページになります。 

67ページの中央区役所・中央市税出張所では、トイレの項目で、「ボタン配置の点字表
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示や使用状況のわかりやすい表示」などを短期、案内設備の項目で、「壁面案内の変更は

難しいため、色づかいを工夫した貼り紙の活用」などが継続的に実施するものとして位置

づけられております。 

また、70ページの千葉中央郵便局では、上下移動や案内設備の項目で、「階段やトイレ

の手すりへの点字表示」が短期の事業として位置づけられております。 

次に、「集会施設」については 75ページから 77ページの中央コミュニティセンターの

みとなります。 

76ページの案内設備の項目で、「受付での整理券配布時には音声と文字情報で案内する

など聴覚・視覚障害者に対応した呼び出し方法への配慮」が短期、 

77ページのその他設備の項目で、「大規模改修時にプール用のロッカーやシャワールー

ムを車椅子利用可能な仕様とする」ことが中期の事業として位置づけられております。 

次に、「福祉施設」については 78ページ～79ページになります。 

78 ページ下段の新宿保育所内のにこにこルームでは、出入口・敷地内通路の項目で、

「主要な通路を物や設備などで狭くならないように配慮する」ことが継続的に実施する

ものとして位置づけられております。 

次に、「保健施設・病院」については 80ページ～85ページになります。 

81ページの三愛記念病院では、案内設備の項目で、「呼出受信機を導入し、音声と文字

情報で案内するなど、聴覚・視覚障害者に対応した呼び出し方法への配慮」が長期の事業

として位置づけられております。 

83 ページ千葉みなとリハビリテーション病院ですが、こちらは現在も特定事業につい

て調整中となります。 

他にも、同様に、調整中の施設が複数ございますが、各施設においては、特定事業の設

定に向け、施設設置管理者との調整を継続して行って参ります。 

次に、「文化・教養・教育施設」については 86ページ～97ページになります。 

86ページから 87ページの千葉市美術館ですが、 

86ページの案内設備の項目で、「館内デザインを損なわないよう配慮しながらも、ピク

トグラムを含め、バリアフリー設備等の情報がわかる案内図や案内表示を設ける」ことが

短期の事業として位置づけられております。 

また、90ページから 91ページの千葉ポートアリーナでは、 

90ページのトイレの項目で、「バリアフリートイレは、手すりの位置・長さの変更など、

車椅子使用者が円滑に利用できるよう修繕を行う」ことが短期の事業として位置づけら

れております。 

次に、「大規模店舗」については 98～106ページになります。 

99ページのペリエ千葉店では、駐車場の項目で、「大規模改修時に、出入口に近い場所

に、十分な広さの障害者等用駐車ますの複数設置の検討」が長期の事業として位置づけら

れております。 
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102ページから 103ページのポートタウンでは、103ページのその他設備の項目で、「イ

ベントの際は、車椅子使用者が接近しやすい受付や記入台を設置する」ことが短期の事業

として位置づけられております。 

最後に、「宿泊施設」については 107ページ～119ページになります。 

107ページから 108ページ公立学校共済組合千葉宿泊所 ポ－トプラザちばでは、107ペ

ージの客室の項目で、「車椅子使用者に配慮し、客室の扉は自動扉や引き戸とし、十分な

幅を確保する」ことが長期の事業として位置づけられております。 

以上が、建築物特定事業となります。 

次に、「交通安全特定事業」についてです。120ページをご覧ください。 

“信号機等”では、別途、事業主体である千葉県警察様が定める特定事業計画において、

実施時期を定めるとのことですが、「必要な箇所への音響式や経過時間表示式などのバリ

アフリー対応信号機の整備」などが位置づけられております。 

最後に、「教育啓発特定事業」についてです。121ページをご覧ください。 

講演・研修の項目で、「講演会などを通じ多様な人々への理解を広める」取組や、体験

の項目で、「学校教育や生涯学習を通じ介助体験に取り組むなど、高齢者や障害者への理

解を深める」取組などが、継続的に実施するものとして位置づけられております。 

以上が、現時点での『第 5章 特定事業』の内容となります。 

特定事業の整理につきましては、各施設設置管理者様のご協力のもと、このような具体

的なバリアフリー事業としてまとめることができました。 

事務局として、多くの生活関連施設がある中、手探りの中で調整を進めて参りましたが、

各施設設置管理者様のほか、合同意見交換会などにご協力いただきました皆様には、この

場をかりて感謝申し上げます。 

なお、第 5 章の中で、調整中と書かれた施設が、14 施設あり、これらについては、現

在も事務局で調整を行っている施設になります。 

バリアフリー法やガイドラインにおいて、全特定事業を設定しなければ地区別基本構

想を策定できない、という定めはないため、事務局といたしましては、年度末時点で整っ

た特定事業を記載することで、千葉都心地区の基本構想として策定したいと考えており

ます。なお、特定事業未作成の施設につきましては、引き続き事務局からアプローチを続

けていこうと考えております。こちらの方針につきましては、後ほど、ご審議の際にご意

見等ございましたら、頂戴したいと考えております。 

続いて、122ページをご覧ください。『第 6章 基本構想の実現に向けて』について、ご

説明致します。この章では、基本構想に位置づけた特定事業を効果的に進めるにあたって

の考えをまとめております。 

「6.1特定事業計画の作成」として、特定事業については、事業を位置づけた施設設置

管理者様が“特定事業計画”を作成し、事業を進めることとされておりますが、目標年次

に向けて事業の進捗管理がしやすいように、施設設置管理様の計画を市が共通のフォー
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マットとして取りまとめ、共有できるよう配慮したいと考えております。これは、本市で

最初に策定いたしました JR/京成稲毛地区でも同じ対応としているところです。 

次に、「6.2 施設設置管理者間の連携」ですが、特定事業を推進していく上で、個々の

施設におけるバリアフリー化だけでなく、面的・一体的に移動の連続性を確保すること

が必要である旨、示しております。 

次に、「6.3 基本構想策定後の市民参加」ですが、今回の地区別バリアフリー基本構想

の策定にあたっては、集客施設や業務機能が多く集まる千葉都心地区の特徴を踏まえ、多

様な市民参加の機会を設け、多くの市民意見を頂戴し、合同意見交換会において、利用者

・施設設置管理者、双方の皆様の相互理解が図られるよう取組んでこられたものと考え

ております。この経験を踏まえ、この基本構想策定以降も、市民参加の機会を探りながら、

重点的なバリアフリー化に向けて取り組んでいく旨を示しております。 

最後に、「6.4基本構想の段階的かつ継続的な見直し（スパイラルアップ）」についてです。 

地区別バリアフリー基本構想及び特定事業計画の策定以降も、市が特定事業計画の内

容や進捗状況を定期的に確認し、必要に応じて本協議会へ報告等を行いたいと考えてお

ります。なお、地区別バリアフリー基本構想の見直しの必要が生じた場合は、バリアフリ

ーマスタープランの中間年度である令和７年度に実施する中間評価にあわせての検討に

なると考えております。また、バリアフリーマスタープランの最終年度には、特定事業の

進捗状況やバリアフリーをとりまく社会情勢の変化等を踏まえ、内容の見直しや必要に

応じ改定を行い、バリアフリー化の継続的な発展を図っていく旨、示しています。 

以上で議題第１号「地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）素案について」のご

説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願い致します。 

 

【藤井会長】 

ただ今の説明に関して、千葉都心地区ということもあり、多数の特定事業計画が挙げら

れました。事業者の皆様におかれましては、ご協力いただき御礼を申し上げます。 

残り 14施設については引続き調整を進めていきますが、年度末の報告書完成までに揃

わなかった場合、それを除いた施設でのとりまとめになります。作成の方向性や計画に含

める内容について、ご意見をいただきたいと思います。ご意見・ご質問等があればお願い

致します。 

【大石委員】 

バリアフリー整備を進めていく上でお願いがあります。以前、まち歩き点検ワークショ

ップで確認した稲毛海岸で、「自転車レーンに誘導用ブロックを敷設してほしい」と伝え

た点について、“山側には敷設して海側には敷設しない”という片側のみに誘導用ブロッ

クを敷設するような整備は絶対に避けていただきたいです。 

視覚障害者でもスマホの利用者が増えてきています。警察の方で「スマホを活用して音

響式信号機を感知する機能を研究している」と伺いましたが、信号の色の情報を音声で流
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すだけでは視覚障害者には不十分であり、横断歩道の始めから終わりまで音が聞こえな

ければ正確に横断ができません。このことを念頭に入れて検討いただきたいです。 

バスを利用する際は、「視覚障害者同士でも自身から声を出そう」と声掛けをしており、

私は乗車の度に運転手に到着場所を尋ねています。一方で、毎回声掛けするのも大変なた

め、運転手から到着場所が駅から離れている旨を当事者に伝えるような助け合いが必要

だと思います。これに関しては、ルールを設定するよりも、お互いの声掛けが重要と考え

ています。 

【山口委員（代理 遠藤課長）】 

稲毛海岸駅の歩道については、過去に自転車歩行者道（自歩道）の舗装色を自転車と歩

行者で区別して整備した事例がありますが、現在は、「自転車が車道を走行すること」が

原則となっているため、改良の際には考慮したいと思います。 

【藤井会長】 

自歩道の整備はそれで良いですが、誘導用ブロックの敷設は道路の片側のみでなく、両

側とも通行できるよう道路整備と併せて対応を検討いただきたいと思います。 

【勝又委員（代理 金木様）】 

音響式信号機とスマホとの連動に関する件については、ご意見として承り、検討させて

いただきます。 

【藤井会長】 

現在はアプリも多くの種類が開発されています。スマホで右左折等の案内情報を取得

するものや、信号に近づいた際に信号を感知して情報提供するものもあります。 

交差点の場所に関わらず、より安全な情報を伝達していく必要があるため、事務局でも

情報収集を含めて進めていただきたい。 

【事務局】 

バスに関するご意見については、本日バス協会が欠席のため、後日確認させていただき

ます。バス利用者としての個人的な感覚ですと、運転手の対応は個々人に委ねられている

部分があるため、会社としてきちんと対応していただけるようお願いしていきます。 

【宿谷委員】 

私は個人の活動として、過去 15 年間で宿泊施設 33,000 軒のバリアフリー状況を確認

し、サイトにとりまとめています。自身でも実際に 100泊以上して、バリアフリーチェッ

クをしています。 

今は UD タクシーに興味を持っており、NV200 に 2 回、ジャパンタクシーに 2 回乗車し

た経験から意見を述べさせていただきます。 

宿泊施設のバリアフリー化については、資料１の８ページに建築物のユニバーサルル

ームに関する内容に加え、111ページに京成ホテルミラマーレの特定事業として記載はあ

りますが、「浴室」に関する記載がありません。宿泊する際は客室を車椅子で自由に移動

できることは必須ですが、旅の楽しみと言えば「グルメ」と「景色」と「入浴」です。入
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浴に関する項目の追加を強く希望します。 

アメリカ等の海外では、車椅子の宿泊者を次の 3段階に分けています。 

①フルタイムホイルチェアユーザー（車椅子から立ち上がることができない、車椅子し

か使えない）、 

②パートタイムホイルチェアユーザー（重度：足が上がらない・しばらく立っていられ

ない） 

③パートタイムホイルチェアユーザー（軽度） 

私は②のパートタイムの重度のため、ミラマーレには宿泊できません。ミラマーレの浴

室にはユニバーサルルームとラグジュアリーユニバーサルルームがあり、ユニバーサル

ルームはシャワーチェアが無く、入浴（浴槽を跨ぐ）補助の腰掛けスペースはあり、湯船

に浸かることはできますが、浴槽前部にあるシャワーを座って使うことができません。反

対に、ラグジュアリーユニバーサルルームは、シャワーチェアはありますが、入浴（浴槽

を跨ぐ）補助具がありません（画像が切れていて確認できない）。従って、シャワーがで

きますが、湯船に浸かれない。バリアフリー対応のホテルでは貸出し備品として、バスボ

ードやシャワーキャリー等を用意しているホテルもありますが、ミラマーレにはありま

せん。この地域には私が宿泊できるホテルはなく、フルタイムの方は絶対に宿泊ができな

いため、改善していただきたいです。 

また、ほとんどの宿泊施設でバリアフリー設備を必要とする利用者に対するアプロー

チがほとんどできていません。ミラマーレでは周知していますが、ホテルオークラやポー

トプラザのホームページを見ると、ホテルオークラは写真が非常に小さく、解像度は低い

ので拡大するとぼやける。ポートプラザは文字説明が 3 行で画像は部屋の画像 1 枚しか

ありません。 

今回特定事業として設定された他の宿泊施設のホームページ確認したところ、ユニバ

ーサルルームやバリアフリーに関する記述がありませんでした。 

今後、宿泊施設に対して改善を要求する予定はあるのでしょうか。特定事業として設定

している事業内容はバリアフリーの宿に宿泊したいユーザーが知りたい内容から乖離し

ている。バリアフリー化に尽力していくのか、現状で満足するのかの意向を教えていただ

きたいです。 

【事務局】 

京成ホテルミラマーレの担当者にはご意見をお伝えしますが、民間企業ということも

あり、改修事業のコストがかかる関係で、市から事業化を義務化することはできません。 

調整中の施設も含めて、年度末時点で線引きをして策定したいと考えています。ミラマ

ーレ側でもご指摘の点を把握していない可能性もあるため、情報提供はしていきます。 

バリアフリー対応がホテルごとに異なること、車椅子使用者は市内で宿泊することが

できないといったご意見を各宿泊施設担当者に情報提供し、反映できるところはしてい

ただきたい旨をお伝えはしますが、計画上は線引きして策定させていただきたいと思い
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ます。 

基本構想には、「配慮事項」を設けています。こちらでは施設としてガイドライン等で

定められている基準以外にも留意いただきたい点等をまとめています。 

これらの内容は地区によって変わります。配慮事項として記載する内容を相談しなが

ら、改善を図るよう促すことは難しいですが、相互理解として困りごとを伝えていくこと

は可能です。ハード整備が困難でもソフト面でカバーしていく意向があれば、それは記載

したいと考えています。ハード・ソフトを一体としてバリアフリーの質を高めていきたい

という考えは私も同じです。 

【宿谷委員】 

仰るとおりではありますが、定期的な事業の確認等は必要ではないでしょうか。 

【事務局】 

特定事業計画は策定後、進捗管理を 1年ごとに実施していく予定です。宿泊施設は、千

葉都心地区特有の事業種となるため、留意しながら進めていきたいと考えています。 

【宿谷委員】 

フルタイムホイルチェアユーザーが宿泊できる施設は、千葉県内では鴨川の亀の井ホ

テルのみです。このホテルには天井走行リフトがあり、1回移乗すれば客室から脱衣所に

移動して浴室の中に降りることができます。千葉市は政令指定都市になるため、そのよう

な宿泊施設が 1箇所くらいあっても良いと思います。 

【藤井会長】 

情報の共有は大切です。ホームページを確認する際、当事者の利用実態をホテル側は知

る必要があります。そういった情報共有を事務局は丁寧に進めてください。 

【大里委員】 

こちらは 12月 5日の合同意見交換会で出たご意見も考慮しての素案でしょうか。 

素案を作成する上で就労者ヒアリングが実施されていますが、対象となった知的障害

者が 1名のみとなっています。育成会も協力をするため、より多くの知的・精神障害者の

意見を確認してほしいです。 

【事務局】 

意見交換会でいただいたご意見については、施設設置管理者に確認・検討を依頼してい

ます。今回の素案に全て反映はできていませんが、ご意見を踏まえて事業計画の変更や配

慮事項に反映が可能かを整理しています。 

特定事業計画の策定後、スパイラルアップを図る上で、今回の合同意見交換会で多かっ

た「知的・精神障害者への対応」についても配慮した上で、事業計画に反映できないか、

引き続き検討したいと考えています。 

就労者ヒアリングは、千葉都心地区の基本構想であることから地区内の特例子会社で

ある、3社に限定してお声がけをしています。ただ、コロナ禍に実施したこともあり、ご

本人の希望を確認した上でのヒアリングの実施であったため、結果的に 1 名となってし
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まいました。次回実施する際には配慮したいと思います。 

【宿谷委員】 

タクシーには「福祉タクシー」と「UDタクシー」があります。福祉タクシーは配車予約

が必要ですが、UD タクシーは予約不要で利用でき、且つ、タクシープールにも停車して

いる場合もあることから国が推奨しています。 

現在、国が認定しているのはジャパンタクシーと NV200、セレナの 3車種ですが、千葉

県内ではセレナが 0 台です。千葉県のタクシー協会のホームページを見ると、30 社のう

ち UDタクシーがあるのは 3社のみだったため、全事業者に電話で確認したところ、10社

で用意されていることが分かりました。実際に千葉大学のタクシー乗り場で 2 時間観察

したところ、実感として 3社程度に感じました。花見川区については情報がありません。 

タクシー協会は各事業者に対して、UDタクシーの有無と UDタクシーの保有台数、保有

している車種をホームページに掲載するようにお願いしていただきたいです。現在、車種

を掲載しているのは 2事業者のみです。 

その上で、先日ジャパンタクシーを配車依頼したところ、車椅子では乗車不可と断られ

ました。自宅前の道路幅員は 6m あるものの、ジャパンタクシーのスロープが 1.5ｍ、車

椅子が 1ｍ、後ろで押す方が入るスペースも考慮するとタクシーの横に約 3.3ｍのスペー

スがないと乗車移乗ができないこと、車体が 1.7ｍであり、合計 5ｍで幅員を占有してし

まうことが要因です。この点の解決方法を教えていただきたいです。 

41 ページに出入口・敷地内通路の図があり、段差から車寄せまで 120cm 以上となって

いますが、ジャパンタクシーはこれでは足りません。NV200やセレナは後方からの乗降と

なるためこのような問題はありません。メーカーも絡んでくる問題となるため難しいと

は思いますが、何とかしていただきたいです。 

ジャパンタクシーの安全性にも問題を感じています。NV200ではスロープに引っ張る紐

はありますが、ジャパンタクシーにはなく、押している人が手を放すと後ろに下がってし

まいます。また、ジャパンタクシーは扉幅が 75cmで、スロープ幅は恐らく 72cmです。ホ

ームページを見ると最大 70cm の幅員のものであれば乗せられると記載されていますが、

両側が 2cmしかなく、通常であれば両側が 6cm空いている必要があります。 

ジャパンタクシーは認証すべきではないと意見する人もいるため、この点をタクシー

協会には真剣に考えていただきたいです。 

千葉市内のタクシー事業者 30 社中、UD タクシーを 10 社が保有している中で、9 社が

ジャパンタクシー、1社だけは NV200を使用しています。今後、高齢化によりフルタイム

ホイルチェアユーザーや重度のパートタイムホイルチェアユーザーが増えていく中で、

乗れるタクシーを増やすことを、行政とタクシー協会が一体となって検討いただけるよ

うお願いしたいです。 

【藤井会長】 

国の方にもご意見を持ち帰っていただき、情報共有をお願い致します。私が関わった自
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治体で、高齢化率が上がることが想定される地域の場合、ジャパンタクシーが停車できな

い場所では、近隣公園の敷地内に乗降スペースを確保することも検討していました。本来

は自宅までお迎えにあがるべきですが、物理的に停車できない場合、運用を工夫し、乗車

可能場所を明確に公表する必要があります。これはメーカーも関係するため、この場では

結論づけられませんが、意見の共有はお願い致します。 

【岩井副会長】 

宿泊施設に関するご意見について、私も出張等で宿泊可能な施設を探すことに苦労し

ます。改修はすぐには難しいと思いますが、ホテルの情報として、設備や貸し出し備品等

をホームページに表記いただけるととても助かります。バリアフリー情報の提供は、心の

バリアフリーの対応として、実現しやすい点と考えます。 

障害者にとって、初めての宿泊施設は非常に緊張感があり、事前情報が重要です。実際

に現地でお風呂に入れなかったことも多々あります。施設側に意見を伝えていただき、対

応を考えていただけるだけで、更に明るい社会になるのではないかと思いました。 

【藤井会長】 

思いや考えをつないでいくことも重要かと思います。 

【宿谷委員】 

行政が介入してコンビニと提携することも良いと考えています。コンビニには比較的

広い駐車場があり、数も多いためです。 

【藤井会長】 

実際にデマンドタクシーの乗降場を兼ねた駐車場を実践している自治体もあります。

事前に情報が伝わることで共有を可能にしています。他にもバス会社と協同して、車椅子

使用者がバスに乗車したい場合に、バス停付近まで自家用車で行けるよう、乗換用の待ち

合いターミナルを設置することを検討している自治体もあります。 

検討と申し上げる理由は、問題が顕在化している中で解決策の検討に自治体が頭を悩

ませているためです。コンビニ等は、施設利用という形で共有できる場でもあるため、働

きかけを行うと面白いかと思います。 

【青木委員】 

各施設管理者が真剣に取り組んでいただいていることに敬意を表したいと思います。 

千葉都心地区では、生活関連施設は現在ある施設しか選定されていません。将来、建築

されるものは含まれておらず、特定事業計画も作成されないという状況です。今あるもの

を改修することは難しいですが、新築時は最も整備しやすいタイミングになるため、今後、

新たに施設の建築を検討する事業者に対し、市として、どのように働きかけていくと良い

か教えていただきたいと思います。 

【事務局】 

市の施設と民間企業で対応は大きく 2つに分かれると思います。市の施設の場合、所管

課にバリアフリーマスタープランや地区別基本構想を踏まえた施設設計を検討いただけ
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るよう、内部調整を進められると考えています。地区別基本構想が未策定の地区について

も、他地区の計画を示しながら同様に調整を進めていきます。 

民間企業の場合は、マンション等の特定建築物であれば建築部を通しての情報提供は

可能ですが、それ以外の事業者に向けては、都市局の X（旧 Twitter）で情報を発信して

いこうと考えています。バリアフリーマスタープランは令和 7 年度に中間評価を実施予

定のため、その際に改めて情報提供できると考えています。 

【藤井会長】 

市原市では、交通バリアフリー法時代の知見を活かした施設設計の段階から建設途中、

完成までの手順をバリアフリー基本構想内に示しており、公園や建築物の建て替え、駅施

設の改良時にその手順を踏んでいます。最近完成したインクルーシブ公園では、健常者と

障害のある子ども達が一緒に遊べる仕組みを考えるため、当事者やそのご家族が計画に

参加して公園づくりをした例があります。市民部会や協会の方の意見を組み込むための

仕組みづくりが重要になるため、検討いただければと思います。 

【大石委員】 

民間企業が、バリアフリーに対応した設備への改修を行う際、行政から民間企業に対し、

補助金は出るのでしょうか。 

【事務局】 

私の知る限りでは、市では補助を出していません。 

過年度にはバリアフリーの一定基準を満たしていれば、国から補助金をもらえる制度

があり、15 年前の中央区役所建設時などは補助金をもらっていました。国の補助金の活

用事例は耳にしていますが、市からの補助金はないと認識しております。 

【白井委員（代理 大坪課長）】 

合理的配慮は今後義務化されますが、合理的配慮には正解がないため、個々での調整と

なり、民間企業への公的補助を入れる際の物差しが図りにくい状況です。公的空間や公的

建物物については、民間企業であっても各諸官庁が必要性を踏まえ、部分的な補助を推奨

するような対応を実施しています。 

今後、さらに合理的配慮を民間企業にも求めていくことで、高齢者や障害者等に優しい

社会になるのかについて、国全体で考えていく必要がある課題だと思います。市で可能な

限り対応を検討していきたいと思います。 

【藤井会長】 

都内のある区では、バリアフリーに対応したお店を示すための目印として、「バリアフ

リーステッカーマーク」を作成し、区のホームページで掲載し、参加店舗を表彰する取組

を行っていました。この取組には一定程度の参加施設がありましたが、数年経ち、継続性

がなくなってしまいました。 

民間事業者への依頼方法や、行政支援も含めた進め方については、まだ流動的かと思い

ます。今後スパイラルアップを展開していく中で、この協議会を情報共有の場として活用
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していただければと思います。 

それでは、『議題 第１号 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）素案について』、

この方向性で進めることに賛成の方は挙手をお願いします。 

【会場】 

賛同 

【藤井会長】 

挙手 全員 ですので、 

『議題 第１号 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）素案について』、原案ど

おり進めて参ります。 

本日あがった様々なご意見について、基本構想に書き込める部分は反映し、関係者には

情報共有するというかたちで進めて参りたいと思います。 

 

５ その他 

【藤井会長】 

それでは、次第に沿って議事を進めたいと思います。 

続きまして、「その他」といたしまして、事務局の方から説明はありますでしょうか。

お願い致します。 

【事務局】 

その他として、「策定スケジュールについて」ご説明致します。 

お手元の参考資料１をご覧ください。前回の協議会でもご説明した内容と重複する部

分もありますが、改めてご説明致します。 

資料は令和 4年度から令和 5年度の大まかなスケジュールを示しています。 

検討をはじめた令和 4 年度からこれまで、まち歩き点検ワークショップや子育てアン

ケート、障害のある就労者の方との意見交換会のほか、事業者ワーキンググループとして、

各施設設置管理者の皆様への特定事業の内容等についての説明会、利用者と施設設置管

理者の双方の相互理解を深めるための合同意見交換会を行ってきました。 

本日のご意見を踏まえて基本構想の素案を最終調整し、令和 6年 2月頃の第 11回協議

会において、千葉都心地区の地区別バリアフリー基本構想の案についてご提示させてい

ただき、委員の皆様でご議論をいただいた結果を成案として、令和 6年 3月ごろの策定・

公表を目標としております。 

以上が「参考資料 1 策定スケジュール」についてのご説明です。 

【藤井会長】 

その他、何かご紹介したい取組等やご意見はありますでしょうか。 

【髙橋委員】 

バリアフリーとは関係ありませんが、１２月５日に千葉運輸支局にて、バスやタクシー

等ドライバーの仕事の魅力についてプレスリリースを実施致しました。運転手の仕事に
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ついて、印象が悪くなりがちですが、現場の声を聞くと魅力ある職業と捉えています。

2024 年問題での運転手不足や路線の廃線等の問題が出てきておりますが、可能な限り公

共交通機関を利用していただければと思います。以上、情報提供させていただきます。 

【大里委員】 

合同意見交換会の後、千葉都市モノレール様から知的障害者への対応について研修依

頼を受けました。非常にありがたいと思います。 

【宿谷委員】 

集会施設の設定条件を教えていただきたいです。自治会館は含まれないのでしょうか。 

【事務局】 

生活関連施設の設定はコミュニティセンター等の「不特定多数の人が集まる施設」を対

象としているため、自治会館は対象外となります。 

【宿谷委員】 

以前、町内自治会館をバリアフリー化する際に市から補助金が出ました。条件は「住民

の総意があること」のみで、バリアフリー基準を満たしているか審査はしないとのことで

した。今後、市としてバリアフリー基準を設ける予定はあるのでしょうか。市の職員が率

先して基準を順守していただきたいです。 

【石橋委員】 

地元でどのような制度が活用されたのか確認致します。既存施設はバリアフリー化す

る際、誰でも使えることを目指すべきではあるものの、現場の条件により、必ずしも希望

が叶わない場合もあります。 

【宿谷委員】 

2～3 年前の話です。建物ではなく、道路から建物に向かう敷地内の階段をスロープに

改修する計画でした。 

【大石委員】 

せっかく補助金を出すのであれば、バリアフリー法に沿った整備にしていただきたい

です。 

【藤井会長】 

その建物がバリアフリー対象の施設ではない可能性もあります。一方で、利用者あって

こその施設です。教育啓発特定事業においても、学校施設のバリアフリー化を推進しよう

という動きが始まっています。関連施設の中でも 1 つのモデルケースとして推奨事例を

展開することも検討していただきたいと思います。 

以上、本日すべての審議事項が終了しました。それでは、進行を事務局にお返しします。 

 

６ 閉会 

【事務局】 

長時間のご審議ありがとうございました。 
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以上をもちまして、「第 10回千葉市バリアフリー基本構想推進協議会」を終了いたしま

す。本日は、ありがとうございました。 


